
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

工
場
内
の
各
建
物
も
ｙ

ｅ
ｓ
ｓ
建
築
で
建
て
ら

れ
て
い
て
、
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
の
役
目
も
果
た
し

て
い
る
。
見
学
も
随
時

受
け
入
れ
て
い
て
「
見

て
も
ら
え
ば
魅
力
が
伝

わ
る
と
自
負
し
て
い

る
」
（
同
）
。

現
在
、
中
東
の
情
勢

不
安
で
、
建
築
業
界
で

も
供
給
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
合
川
取
締
役
兼

常
務
執
行
役
員
は
「
早

め
の
情
報
収
集
・
発
信
と
調
達

で
、
仕
様
変
更
も
含
め
た
安
定

生
産
を
心
が
け
て
い
る
。
施
主

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
建
築
物
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
供
給
し
て
い
き

た
い
」
と
す
る
。(

佐
藤

周)

込
む
。
１
日
に
10
～
40
台
分
の

製
品
を
出
荷
す
る
と
い
う
。

自
社
工
場
は
「
短
納
期
・
低

価
格
・
高
品
質
と
い
う
ｙ
ｅ
ｓ

ｓ
建
築
の
基
盤
を
支
え
て
い

る
」
（
合
川
聖
二
郎
取
締
役
兼

常
務
執
行
役
員
）
。
同
時
に
、

れ
る
。

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
切
断
面
は
綺
麗
で
、
最
低

限
の
や
す
り
が
け
だ
け
で
完
成

す
る
。
部
材
が
切
り
出
さ
れ
、

残
っ
た
鋼
板
か
ら
、
さ
ら
に
細

か
い
部
材
を
切
り
出
し
、
原
材

料
の
ロ
ス
も
最
小
限
に
と
ど
め

て
い
る
。

柱
の
基
本
と
な
る
ビ
ル
ト
Ｈ

鋼
は
ラ
イ
ン
生
産
。
品
質
基
準

を
満
た
し
て
い
る
た
め
に
許
さ

れ
て
い
る
片
面
溶
接
で
、
部
材

同
士
を
つ
な
ぎ
、
最
後
の
細
か

い
部
材
の
溶
接
は
職
人
が
担
っ

て
い
る
。

最
後
の
仕
上
げ
は
、
塗
装
や

検
品
。
隣
接
す
る
塗
装
出
荷
棟

で
行
う
。
最
終
工
程
が
終
わ

り
、
出
荷
さ
れ
る
製
品
は
出
荷

ヤ
ー
ド
で
平
ボ
デ
ィ
ー
に
積
み

え
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
生
産
が
可
能
だ
。
最
終
的
に

部
材
の
デ
ー
タ
が
、
専
用
の
切

断
機
に
送
ら
れ
、
原
材
料
と
な

る
鋼
材
か
ら
自
動
で
切
り
出
さ

す
る
。

茂
原
工
場
で
は
、
こ
の
工
程

を
ほ
ぼ
自
動
化
し
て
い
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
結
。
設
計
か

ら
生
産
ま
で
が
継
ぎ
目
な
く
行

力
が
従
来
の
月
産
５
０
０
０
㌧

か
ら
同
８
０
０
０
㌧
ま
で
ア
ッ

プ
し
た
。原

材
料
の
ロ

ス
も
最
小
限

生
産
す
る
の
は
、
主
に
柱
と

屋
根
を
支
え
る
は
り
材
。
契
約

先
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
完

成
し
た
設
計
用
の
図
面
か
ら
、

部
材
を
製
作
す
る
た
め
の
建
築

全
体
の
図
面
を
作
成
。
続
け

て
、
部
材
ご
と
の
図
面
を
作
成

葉
県
茂
原
市
に
い
は
る
工
業
団

地
11
。
敷
地
面
積
は
、
11
万
２

９
２
１
平
方
㍍
。
工
場
棟
は
２

万
１
９
５
０
平
方
㍍
。
塗
装
出

荷
棟
が
９
６
０
０
平
方
㍍
。
事

務
所
棟
が
１
４
６
４
平
方
㍍
。

他
に
厚
生
棟
な
ど
が
立
地
す

る
。茂

原
工
場
は
、
２
０
１
９
年

に
完
成
。
従
来
は
千
葉
県
袖
ケ

浦
市
の
千
葉
工
場
１
拠
点
体
制

だ
っ
た
が
、
需
要
の
高
ま
り
に

応
え
新
工
場
を
建
設
。
生
産
能

横
河
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ス
テ
ム
建

築
（
本
社
・
千
葉
県
船
橋
市
、

宮
本
英
典
社
長
）
の
茂
原
工
場

（
千
葉
県
茂
原
市
）
は
、
短
納

期
・
低
価
格
・
高
品
質
の
シ
ス

テ
ム
建
築
「
ｙ
ｅ
ｓ
ｓ
（
イ
エ

ス
）
建
築
」
を
支
え
る
旗
艦
工

場
。
主
に
柱
や
は
り
材
を
製
造

し
て
い
る
。
自
動
化
・
効
率
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
労
働
環

境
に
も
配
慮
し
た
茂
原
工
場
を

尋
ね
た
。

茂
原
工
場
の
所
在
地
は
、
千

出
荷
前
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
待
つ

Ａ
」
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
を
刷
新

し
た
。
従
来
の
角
張
っ
た
デ

ザ
イ
ン
か
ら
丸
み
を
帯
び
た

親
し
み
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
に

一
新
し
、
よ
り
幅
広
い
層
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
ブ
ラ

ン
ド
を
目
指
し
た
。

技
術
力
を
結
集
し
社
会
に

よ
り
大
き
な
価
値
を
提
供
す

る
決
意
を
込
め
た
。
川
田
社

長
は
「
変
化
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
旗
印
に
、
各
事
業
部

へ
新
た
な
取
り
組
み
を
促
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

る
。
若
手
社
員
を
中
心
と
し

た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
作
業
部
会
）
設
置
や
、
建

築
事
業
部
と
橋
梁
事
業
部
の

垣
根
を
越
え
た
技
術
開
発
に

も
着
手
し
て
い
る
と
い
う
。

情
勢
変
化
が
激
し
く
先
行

き
が
読
み
に
く
い
時
代
だ
か

ら
こ
そ
「
建
築
主
と
直
接
向

き
合
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

最
適
解
を
提
示
で
き
る
体
制

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
甲
斐
室
長
。

建
築
現
場
の
担
い
手
不
足

へ
の
対
応
を
進
め
な
が
ら
、

シ
ス
テ
ム
建
築
の
合
理
性
と

個
別
最
適
の
設
計
力
を
両
立

さ
せ
る
姿
勢
を
貫
く
。
大
規

模
な
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
不
動

産
開
発
企
業
）
案
件
も
堅
調

に
推
移
し
て
お
り
、
用
途
・

規
模
を
問
わ
ず
対
応
領
域
を

広
げ
て
い
る
。
「
市
場
環
境

が
変
わ
っ
て
も
現
場
の
声
に

寄
り
添
い
、
最
適
な
建
物
を

最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供

す
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
」

と
強
調
す
る
。

(

矢
田

健
一
郎)

メ
ー
カ
ー
ゼ
ネ

コ
ン
兼
ね
備
え

こ
う
し
た
中
、
川
田
工
業

が
提
供
価
値
と
し
て
打
ち
出

す
の
が
建
築
主
と
直
接
対
話

し
な
が
ら
仕
様
・
コ
ス
ト
・

工
程
を
同
時
調
整
で
き
る
一

貫
体
制
だ
。
鉄
構
・
橋
梁
メ

ー
カ
ー
と
ゼ
ネ
コ
ン
両
方
の

性
格
を
備
え
、
施
設
提
案
か

ら
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
社
内
で
完
結
で
き
る
の
は

同
社
な
ら
で
は
。
「
顧
客
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
直
接
回

答
で
き
る
こ
と
が
喜
ば
れ
て

い
る
。
ス
ピ
ー
ド
と
精
度
の

両
立
こ
そ
が
当
社
の
強
み

だ
」
と
建
築
事
業
部
事
業
推

進
室
の
甲
斐
敦
司
室
長
は
語

る
。同

社
シ
ス
テ
ム
建
築
は
30

年
ほ
ど
前
か
ら
手
掛
け
、
物

流
向
け
で
は
平
屋
や
２
階
建

て
施
設
を
中
心
に
実
績
豊
富

だ
。
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
企
画

段
階
か
ら
携
わ
り
、
建
屋
サ

イ
ズ
、
荷
重
条
件
、
設
備
、

環
境
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
な
ど
顧

客
の
要
望
に
応
じ
た
自
由
設

計
に
よ
る
柔
軟
さ
と
最
適
化

設
計
を
併
せ
持
つ
。
こ
の
数

年
は
、
半
導
体
関
連
原
料
や

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど

を
対
象
と
し
た
危
険
物
倉

庫
、
冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
へ
の

対
応
を
強
化
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ

刷
新
変
革
求
め

同
社
は
今
年
４
月
、
グ
ル

ー
プ
全
体
で
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ

設
の
企
画
提
案
か
ら
設
計
・

施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム

建
築
を
全
国
で
展
開
し
て
い

る
。
建
築
主
と
向
き
合
う
一

貫
元
請
け
体
制
に
よ
る
ス
ピ

ー
ド
と
精
度
を
両
立
し
た
提

案
を
実
現
し
、
顧
客
の
信
頼

獲
得
に
つ
な
げ
て
い
る
。

近
年
、
物
流
施
設
市
場
で

は
資
材
価
格
や
労
務
費
の
上

昇
に
加
え
大
量
供
給
か
ら
空

室
率
は
高
止
ま
り
し
、
新
規

投
資
に
慎
重
な
動
き
も
見
え

始
め
た
一
方
Ｅ
Ｃ
需
要
の

底
堅
さ
を
背
景
に
中
長
期
的

な
需
要
は
継
続
。
危
険
物
や

冷
凍
・
冷
蔵
対
応
と
い
っ
た

高
付
加
価
値
領
域
の
ニ
ー
ズ

も
引
き
続
き
伸
び
て
い
る
。

ま
た
、
省
人
化
・
自
動
化

を
前
提
と
し
た
施
設
計
画
も

増
え
る
な
ど
、
建
物
に
求
め

ら
れ
る
要
件
は
高
度
化
す
る

傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
変

化
に
対
応
で
き
る
設
計
・
施

工
力
を
持
つ
シ

ス
テ
ム
建
築
へ

の
期
待
は
以
前

に
も
増
し
て
高

ま
っ
て
い
る
。

鉄
構
・
橋
梁
（
き
ょ
う
り

ょ
う
）
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

技
術
力
と
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て

の
設
計
・
施
工
力


。
川

田
工
業
（
本
社
・
東
京
、
川

田
忠
裕
社
長
）
は
こ
の
「
二

刀
流
」
を
強
み
に
、
物
流
施

に
応
え
る
。

今
後
、
受
注
・
販
売
を
さ

ら
に
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に

は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
チ

ー
ム
単
独
で
案
件
を
完
結
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
営
業
・
工
事
部
門
、

さ
ら
に
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
よ
り

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
鶴
田
取
締
役
は
語

る
。建

築
業
界
の
人
手
不
足
が

引
き
続
き
課
題
と
な
る
中
、

案
件
情
報
を
早
期
に
社
内
共

有
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
役
割

分
担
・
連
携
ル
ー
ル
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

ま
た
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ

と
は
現
在
、
３
カ
月
に
１
度

の
連
携
強
化
会
議
と
日
頃
の

意
思
疎
通
を
通
じ
、
案
件
情

報
の
共
有
や
顧
客
動
向
の
確

認
、
協
業
可
能
性
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の

幅
広
い
顧
客
網
、
建
材
分
野

の
知
見
・
商
品
力
と
、
日
鉄

物
産
シ
ス
テ
ム
建
築
が
持
つ

シ
ス
テ
ム
建
築
技
術
・
施
工

対
応
力
を
組
み
合
わ
せ
、
建

築
主
・
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
へ
の

提
案
力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
チ

ー
ム
は
、
全
国
の
案
件
情
報

を
つ
な
ぎ
、
重
点
案
件
を
確

実
に
形
に
し
て
い
く
た
め
の

推
進
役
だ
。
地
域
営
業
・
グ

ル
ー
プ
各
社
と
連
携
を
深
め

つ
つ
、
当
社
シ
ス
テ
ム
建
築

事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
」
（
鶴
田
取
締

役
）
。
（
矢
田

健
一
郎
）

長
。
同
チ
ー
ム
が
先
行
し
て

顧
客
と
接
点
を
持
ち
、
東
日

本
・
中
日
本
・
西
日
本
の
各

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携
し

て
、
受
注
・
施
工
へ
つ
な
げ

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

受
注
実
績
は
25
年
度
に
前

年
度
比
約
１
・
７
倍
の
36
億

円
、
販
売
実
績
は
同
約
２
・

５
倍
の
15
億
円
に
拡
大
。
26

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
50
億
円
、

25
億
円
を
目
標
に
掲
げ
る
。

同
社
の
30
年
度
ま
で
の
５

カ
年
中
期
経
営
計
画
で
は
、

販
売
床
面
積
を
現
状
か
ら
約

１
・
５
倍
の
55
万
平
方
㍍
と

す
る
目
標
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
営
業
チ
ー
ム
と
し
て
も
目

標
達
成
に
貢
献
す
べ
く
、
活

動
を
強
化
し
て
い
く
」
（
鶴

田
取
締
役
）
。

社
内･

グ
ル
ー
プ

で
の
連
携
強
化

同
社
シ
ス
テ
ム
建
築
で
は

平
屋
専
用
規
格
型
の
「
Ｔ
ｉ

ｏ
（
テ
ィ
オ
）
」
、
２
階
建

て
が
可
能
な
規
格
進
化
型
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｏ
（
ネ
オ
）
」
、
自

由
設
計
型
の
「
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｏ

（
ト
レ
オ
）
」
の
３
商
品
を

展
開
。
危
険
物
倉
庫
で
は
テ

ィ
オ
、
２
階
建
て
対
応
の
大

規
模
案
件
で
は
ネ
オ
と
い
う

よ
う
に
、
各
商
品
特
性
を
生

か
し
た
提
案
で
短
工
期
・
高

品
質
と
い
っ
た
顧
客
ニ
ー
ズ

変
化
を
踏
ま
え
、
全
国
の
重

点
案
件
を
対
象
に
営
業
を
行

う
組
織
と
し
て
設
置
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
大
型
案

件
・
重
点
案
件
に
対
す
る
初

期
段
階
か
ら
の
営
業
対
応
②

建
築
主
・
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
と

の
関
係
構
築
③
各
ブ
ロ
ッ
ク

営
業
部
門
と
の
連
携
に
よ
る

案
件
推
進
④
案
件
情
報
の
早

期
把
握
と
社
内
共
有
⑤
日
本

製
鉄
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に

よ
る
総
合
力
の
活
用



だ
。

意
思
決
定
初
期

段
階
で
提
案
へ

「
特
に
大
型

案
件
で
は
意
思

決
定
の
初
期
段

階
で
、
情
報
収

集
や
提
案
活
動

が
重
要
と
な

る
」
と
鶴
田
貴

也
取
締
役
営
業

管
理
セ
ン
タ
ー

日
鉄
物
産
シ
ス
テ
ム
建
築

（
本
社
・
東
京
、
宇
野
智
社

長
）
は
全
国
横
断
型
の
営
業

組
織
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業

チ
ー
ム
」
の
活
動
を
通
じ
、

特
定
の
大
型
案
件
や
重
点
顧

客
へ
の
対
応
力
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

同
チ
ー
ム
設
置
は
２
０
２

３
年
。
近
年
、
建
築
主
・
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
会
社
か
ら
の
案
件
で

は
規
模
の
大
型
化
、
用
途
の

多
様
化
、
求
め
ら
れ
る
品
質

の
高
度
化
が
進
み
、
従
来
の

地
域
単
位
の
営
業
活
動
の
み

で
は
対
応
し
切
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
増
加
。
こ
う
し
た
環
境

下からは直接断熱材が見える。屋根材に直接設

置することで、使用する資材を削減している

建築費高騰や工期の長期化を背景に、一からの独自開発に

よる物流施設展開のハードルが上がる中、規格化された部材

を現場で組み立てスピーディーな施工を実現するシステム建

築の注目度が高まっている。各社の最新動向に加え、今回、

工場の中にお邪魔して品質の裏側にもスポットを当てる。

システム建築

注目の理由

システム建築

注目の理由

横
河
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ス
テ
ム
建
築･

茂
原
工
場

効
率
化
で
品
質
の
土
台
支
え

高
度
な
自
動
化
も
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
を
推
進

大
型
化
な
ど
環
境
変
化
に
対
応

日
鉄
物
産
シ
ス
テ
ム
建
築

川
田
工
業

｢二刀流｣で物流の最適解

スピードと精度が強み

日鉄興和不動産「ロジフ

ロント」シリーズ初の危

険物専用倉庫「越谷Ⅲ」

（埼玉県越谷市）の開発

に携わった実績も持つ

全国横断型の営業活

動を通じ対応力強化

を図る（写真は愛知

県碧南市の約１万

1000㎡の大型工場）
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